
令和８年度第３回岐阜県事業評価監視委員会 次第 

 

日 時：令和８年９月７日（月）１３：３０～１５：４５     

場 所：岐阜県庁議会棟２階 第２会議室（オンライン併用）   

 

１ 開   会     

 

２ 議事要旨署名委員の指名 

 

３ 議   事 

再評価実施箇所の説明及び審議について 

【林道事業（県事業）】（森林経営課）    ・・・資料１ 

①公共林道事業「関ケ原」 

②公共林道事業「尾城山」 

 

【林道事業（市町村事業）】（郡上市）    ・・・資料２ 

③公共林道事業「干田野～石徹白」 

 

 

【道路事業（県事業）】（道路建設課）    ・・・資料３ 

④道路改築事業「（国）363 号 柿野バイパス」 

⑤道路改築事業「（国）257 号 濃飛横断自動車道 中津川工区」 

⑥道路改築事業「（国）303 号 西横山バイパス」 

 

【河川事業（県事業）】（河川課）    ・・・資料４ 

⑦広域河川改修事業「一級河川 伊自良川」 

⑧広域河川改修事業「一級河川 鳥羽川」 

⑨広域河川改修事業「一級河川 石田川」 

 

４ 結果の取りまとめ 

 

５ 閉   会 
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岐阜県の公共事業評価制度の概要 

再評価について 

事業着手後一定期間を経過している事業について、事業主体が再評価を実施し、中止・
継続等の対応方針（案）を作成します。作成した対応方針（案）について、「岐阜県事業評
価監視委員会」にて意見を聴き、その意見を尊重し対応方針を決定します。 
 
■対象事業 
①国庫補助事業： 

・事業着手年度から５年間を経過した時点で未着工の事業 
・事業着手年度から一定期間が経過した時点で継続中の事業 
（国土交通省：５年、国土交通省以外：１０年） 

・準備計画段階で５年間が経過している事業 
・再評価後５年間が経過した時点で未着工又は継続中の事業 
・社会経済情勢の急激な変化等により再評価実施主体が再評価の実施が必要と判断し
た事業 

②交 付 金 事 業：全体事業費１０億円以上かつ上記要件に該当する事業 
③県 単 独 事 業：全体事業費３億円以上かつ上記要件に該当する事業 

 
 
 

■事業評価フロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

委員会の具申（意見）を最大限
尊重し、知事が対応方針を決定 

一般県民や学識経験者等で組織する 

「岐阜県事業評価監視委員会」で審議 

継続・見直し継続 

休止・中止 

地元、関係機関の意向を踏まえ、事業主体 

で資料整理・対応方針（案）を作成 

具申 再評価 

事後評価 

・必要に応じて適切な改善措置 

・同種事業の計画や調査に反映 

（透明性の確保） 

・岐阜県事業評価監視委員会は傍聴が可能 
（先着１０名迄） 

・委員会の審議結果及び対応方針の決定に 

ついてはインターネット等で公開 
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岐阜県事業評価監視委員会における審議のポイント 
 

【再評価】 
 

■ 目 的 

公共事業について、社会情勢や地域ニーズの変化、事業の進捗状況などを踏まえて再

評価を行い、事業継続の妥当性を検証するとともに、必要に応じて事業内容の改善を図

ることで、事業の効率性と透明性の向上を図る。 

 

■ 説明の流れと審議のポイント 

説明の流れ 審議のポイント 

① 国や県の政策との位置付け ・ 国や県の政策との位置付け及び重点度に変化はな

いか。 

② 概 要 

（位置図・事業概要・事業目的・事業

の必要性や効果等） 

・ 事業の目的、内容、効果等は適切に整理されている

か。 

③ 費用対効果分析 ・ 費用対効果分析の結果は妥当か。 

・ 前回評価時と比較して、投資効果に変化がある場

合、その要因は適切に整理されているか。 

④ 事業を巡る社会経済情勢等の

変化 

・ 事業着手時の前提となった需要見込みや地域情勢

に変化はないか。 

・ 社会経済情勢の変化により事業の必要性や重要性

に変化はないか。 

⑤ 事業の進捗状況 ・ 事業の進捗状況はどうか。 

・ 事業の完了見込みはどうか。 

⑥ 地域の特性 

 （特に必要と判断した場合） 

・ 地域特有の課題等、事業に係るその他必要な事項は

あるか。 

⑦ 主たる施設の構造等に関する

事業手法や事業計画、コスト縮

減や代替案等の改善 

・ 上位計画・ビジョンの変更はあるか。 

・ 防災・減災対策の強化等の社会的要請への対応はど

うか。 

・ 環境負荷低減やカーボンニュートラルへの対応は

どうか。 

・ 地元協議や新たなニーズへの対応状況はどうか。 

・ 現地条件の変化はあるか。 

・ 新工法の採用等によるコスト縮減や代替案の検討

の余地はあるか。 

⑧ 対応方針（案） ・ 事業課の説明を踏まえ、対応方針（継続・改善継続・

中止）は妥当か   
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